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4.1.3

Ｍ
su
rv
iv
a
lc
ra
ft

は
、
船
舶
の
一
の
側
に
あ
る
す
べ
て
を
満
載
し
た
ダ
ビ
ッ
ト
進
水
式
の
救
命
用
の
短

艇
及
び
い
か
だ
の
進
水
に
よ
り
仮
定
し
た
傾
斜
モ
ー
メ
ン
ト
の
最
大
値
と
し
、
次
の
仮
定
を
用
い
て
計
算
す

る
。

.1

損
傷
を
受
け
た
後
に
船
舶
が
横
傾
斜
し
た
側
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
す
べ
て
の
救
命
艇
及
び
救
助
艇

は
、
満
載
で
、
か
つ
、
降
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
振
り
出
す
。

.2

積
付
け
場
所
か
ら
満
載
で
進
水
す
る
よ
う
配
置
さ
れ
た
救
命
艇
に
つ
い
て
は
、
進
水
中
の
最
大
傾
斜

モ
ー
メ
ン
ト
に
よ
つ
て
計
算
す
る
。

.3

損
傷
を
受
け
た
後
に
船
舶
が
横
傾
斜
し
た
側
に
あ
る
各
ダ
ビ
ッ
ト
に
取
り
付
け
ら
れ
て
い
る
満
載
し
た

ダ
ビ
ッ
ト
進
水
式
の
救
命
い
か
だ
は
、
降
ろ
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
振
り
出
す
。

.4

振
り
出
さ
れ
る
救
命
設
備
内
に
い
な
い
者
は
、
追
加
の
傾
斜
モ
ー
メ
ン
ト
又
は
復
原
モ
ー
メ
ン
ト
の
い

ず
れ
も
与
え
な
い
も
の
と
す
る
。

.5

船
舶
が
横
傾
斜
し
た
側
の
反
対
の
船
側
に
あ
る
救
命
設
備
は
、積
付
け
場
所
に
あ
る
も
の
と
仮
定
す
る
。

５

非
対
称
浸
水
は
、
効
果
的
な
配
置
に
よ
り
最
小
限
度
に
保
つ
こ
と
を
要
す
る
。
大
角
度
の
横
傾
斜
を
修
正
す
る

必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
採
用
さ
れ
る
設
備
は
、
実
行
可
能
な
限
り
自
動
的
に
作
動
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
平
衡
化
装
置
に
対
す
る
制
御
装
置
が
設
け
ら
れ
る
場
合
に
は
、
そ
の
制
御
装
置
は
、
隔
壁
甲
板
の
上
方
か

ら
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
制
御
装
置
を
含
む
こ
れ
ら
の
設
備
は
、
主
管
庁
の
認

容
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
平
衡
化
装
置
の
使
用
に
関
す
る
適
当
な
情
報
は
、
船
長
に
提
供
さ
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

5.1

平
衡
化
に
関
与
す
る
タ
ン
ク
及
び
区
画
室
に
は
、
平
衡
化
区
画
室
へ
の
水
の
流
入
が
遅
れ
な
い
よ
う
確
保
す

る
た
め
に
十
分
な
断
面
を
有
す
る
空
気
管
又
は
同
等
の
装
置
を
備
え
る
。

5.2

沈
下
、
傾
斜
及
び
ト
リ
ム
を
考
慮
し
て
、
最
終
的
な
水
線
が
次
の
も
の
を
水
没
さ
せ
る
と
き
は
、
す
べ
て
の

場
合
に
お
い
て
、
si
は
、
ゼ
ロ
と
す
る
。

.1

浸
水
を
進
行
さ
せ
る
可
能
性
の
あ
る
開
口
の
下
縁
で
あ
つ
て
そ
の
よ
う
な
浸
水
が
係
数
si
の
計
算
に
つ
い

て
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
も
の
。
そ
の
よ
う
な
開
口
に
は
、空
気
管
、通
風
筒
及
び
風
雨
密
の
戸
又
は
ハ
ッ
チ
・

カ
バ
ー
に
よ
り
閉
鎖
さ
れ
る
開
口
を
含
む
。

.2

第
二
e

二
章
の
規
定
に
適
合
す
る
水
平
の
避
難
口
と
み
な
さ
れ
る
旅
客
船
の
隔
壁
甲
板
の
い
ず
れ
か
の
部

分

5.3

係
数
si
は
、
沈
下
、
傾
斜
又
は
ト
リ
ム
を
考
慮
し
て
、
浸
水
の
中
間
段
階
又
は
最
終
段
階
に
お
い
て
次
の
い

ず
れ
か
の
こ
と
が
起
こ
る
場
合
に
は
、
ゼ
ロ
と
す
る
。

.1

第
二
e

二
章
の
規
定
に
適
合
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
隔
壁
甲
板
の
垂
直
脱
出
ハ
ッ
チ
の
水
没

.2

水
密
隔
壁
の
完
全
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
水
密
戸
、
平
衡
化
装
置
、
管
系
又
は
通
風
ダ
ク
ト

の
弁
の
操
作
の
た
め
の
隔
壁
甲
板
の
上
方
か
ら
の
制
御
装
置
に
接
近
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
又
は
当

該
装
置
を
操
作
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
場
合

.3

各
水
密
境
界
に
水
密
閉
鎖
装
置
を
備
え
て
い
な
い
場
合
に
は
、
到
達
指
数
Ａ
に
寄
与
す
る
損
傷
状
態
に
含

ま
れ
る
区
画
室
内
に
位
置
す
る
水
密
境
界
を
通
る
管
系
又
は
通
風
ダ
ク
ト
の
一
部
の
水
没

5.4

も
つ
と
も
、
浸
水
の
進
行
に
よ
つ
て
浸
水
す
る
と
仮
定
さ
れ
る
区
画
室
が
損
傷
時
復
原
性
の
計
算
に
お
い
て

考
慮
さ
れ
る
場
合
に
は
、S

in
te
rm

e
d
ia
te
,
i

の
複
数
の
値
を
追
加
的
な
浸
水
局
面
に
お
け
る
平
衡
化
を
仮
定

し
て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

5.5

5.3.1
に
規
定
す
る
場
合
を
除
く
ほ
か
、
水
密
の
マ
ン
ホ
ー
ル
の
ふ
た
及
び
舷げ

ん

窓
で
閉
鎖
さ
れ
る
開
口
、
小
さ
い

水
密
ハ
ッ
チ
・
カ
バ
ー
、
遠
隔
操
作
の
水
密
滑
り
戸
、
非
開
閉
型
の
舷げ

ん

窓
並
び
に
海
上
で
閉
鎖
し
て
お
く
こ
と

を
要
求
さ
れ
る
水
密
出
入
口
及
び
ハ
ッ
チ
・
カ
バ
ー
は
、
必
要
と
し
な
い
。

６

水
平
の
水
密
な
境
界
が
考
慮
す
る
水
線
の
上
方
に
備
え
ら
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
よ
り
低
い
区
画
室
又
は

区
画
室
群
に
つ
い
て
計
算
さ
れ
る
ｓ
の
値
は
、
6.1
の
規
定
に
よ
る
減
少
係
数
vm
に
よ
り
1.1
の
規
定
に
お
い
て
決
定

す
る
値
で
あ
つ
て
水
平
区
画
の
上
方
の
区
域
が
浸
水
し
な
い
確
率
を
示
す
も
の
を
乗
じ
て
得
ら
れ
る
も
の
と
す

る
。

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

θ
m
in

は
、
旅
客
船
に
つ
い
て
は
七
度
と
し
、
貨
物
船
に
つ
い
て
は
二
十
五
度
と
す
る
。

θ
m
a
x

は
、
旅
客
船
に
つ
い
て
は
十
五
度
と
し
、
貨
物
船
に
つ
い
て
は
三
十
度
と
す
る
。

４

係
数S

m
o
m
,i

は
、
旅
客
船
に
つ
い
て
の
み
適
用
し
（
貨
物
船
に
つ
い
て
は
、S

m
o
m
,i＝
１

と
す
る
。）、
最

終
的
な
平
衡
状
態
に
お
い
て
次
の
式
に
よ
つ
て
計
算
す
る
。

S
m
o
m
,i ＝

(
G
Z

m
a
x －

0•
0
4
)・

D
isp

la
cem

en
t

M
h
eel

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

排
水
量
（D

isp
la
c
e
m
e
n
t

）
は
、
区
画
喫
水
で
の
非
損
傷
時
の
排
水
量
と
す
る
。

M
h
e
e
l

は
、
4.1
の
規
定
に
従
つ
て
計
算
す
る
仮
定
し
た
傾
斜
モ
ー
メ
ン
ト
の
最
大
値
と
し
、S

m
o
m
,i≦

１

と
す
る
。

4.1

傾
斜
モ
ー
メ
ン
ト
「M

h
e
e
l

」
は
、
次
の
と
お
り
計
算
す
る
。

M
h
e
e
l＝

m
a
x
im

u
m
｛

M
p
a
sse

n
g
e
r；

M
w
in
d；

M
S
u
rv
iv
a
lC
ra
ft｝

4.1.1

M
p
a
sse

n
g
e
r

は
、
旅
客
の
移
動
に
よ
り
生
ず
る
仮
定
し
た
傾
斜
モ
ー
メ
ン
ト
の
最
大
値
と
し
、
次
の
よ

う
に
得
ら
れ
る
。

M
p
a
sse

n
g
e
r＝
（
0•
0
7
5．

N
p）・（

0•
4
5．
Ｂ
）

（
ト
ン
・
メ
ー
ト
ル
）

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Np
は
、
考
慮
す
る
最
高
区
画
喫
水
に
対
応
す
る
航
行
状
態
に
お
い
て
乗
船
を
認
め
ら
れ
る
旅
客
の
最

大
の
人
数
と
す
る
。

Ｂ
は
、
船
舶
の
幅
と
す
る
。

こ
れ
に
代
え
て
、
傾
斜
モ
ー
メ
ン
ト
は
、
招
集
場
所
が
位
置
す
る
甲
板
に
お
け
る
船
舶
の
一
の
側
に

向
か
つ
て
利
用
可
能
な
甲
板
区
域
に
お
い
て
旅
客
が
一
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
四
人
が
配
置
さ
れ
る
こ

と
及
び
こ
の
よ
う
な
方
法
で
こ
れ
ら
の
者
が
逆
方
向
の
最
大
傾
斜
モ
ー
メ
ン
ト
を
生
ず
る
こ
と
を
仮
定

し
て
計
算
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
旅
客
一
人
当
た
り
の
体
重
は
、
七
十
五
キ
ロ

グ
ラ
ム
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

4.1.2

M
w
in
d

は
、
損
傷
状
態
に
お
い
て
作
用
す
る
最
大
の
仮
定
風
力
モ
ー
メ
ン
ト
と
す
る
。

M
w
in
d＝
（
Ｐ
．
Ａ
．
Ｚ
）
／
9
8
0
6

（
ト
ン
・
メ
ー
ト
ル
）

こ
の
場
合
に
お
い
て
、

Ｐ
は
、1

2
0Ｎ
／

m
2

と
す
る
。

Ａ
は
、
水
線
上
の
横
投
影
面
積
と
す
る
。

Ｚ
は
、
水
線
上
の
横
投
影
面
積
の
中
心
か
ら
Ｔ
ii
２
ま
で
の
距
離
と
す
る
。

Ｔ
は
、
船
舶
の
喫
水
と
す
る
。
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